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創業

有限会社岡本製氷冷凍工場として法人化

花氷の製作開始

氷のオブジェ（彫刻）制作開始

氷の水族館を海の市に常設

株式会社に組織変革

第三海水自動製氷工場が完成（のちに解体）

第二製氷工場を解体新築

東日本大震災で全ての工場が被災

氷屋探検工場見学ツアーを開始

第二自動製氷工場が完成

氷屋キッチン（かき氷キッチンカー）出店開始

バータイムアイス提供開始

氷のガチャの常設開始

製氷工場で使用する電力の30％を
再生可能エネルギーに移行

　70年に渡って漁業や水産加工業を支えてきた岡本製氷。2011年の
東日本大震災では全ての工場が被災しました。氷が作れない時期を
経験したからこそ、氷を作ることができる一日一日に感謝しています。
　港町のお役に立てる誇りを感じながら、同時に「氷を通じて、でき
ることがもっとあるのでは？」という問いも大切にしてきました。
人々のくらしを守り、くらしを彩ることもできる氷の可能性を、私たち
はずっと信じているのです。

くらしに役立ち、くらしを守り、くらしを彩る。

　創業71年目に入った2025年6月1日から、岡本製氷は氷を作る電力
の30％を再生可能エネルギーに切り替えました。そして今後、100％
を目指します。
　自然の恵みである生鮮品を冷やす氷が、地球温暖化を進めてしまう
なんて何という矛盾！と気づいたからです。「変わらなければ生き
残れない」とダーウィンが言い当てたように、私たちは創業100年を
目指しながら、さまざまな変化と挑戦を続けます。
　私たちが冷やせるのは魚だけではないのでは？鮮度が命の商品は
全て私たちが冷やすべきものでは？という問いと気づきから、新しい
挑戦も計画しています。

氷を溶かす氷であってはならない。

氷は生かす。 氷は守る。
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会社概要
名称

英語名

代表取締役

本社所在地

創業

社員数

取引銀行

主事業

株式会社 岡本製氷冷凍工場

Okamoto ice refrigeration plant

岡本 寛

〒988-0021 宮城県気仙沼市港町4-18                  

1954年5月

27名（2025年7月現在/役員・パート含む）

気仙沼信用金庫　七十七銀行

本社工場
第二工場

角氷32t/日
角氷52t/日

自動製氷20t/日
自動製氷120t/日

・氷の製造/販売

・氷の出張イベント

・氷の贈り物販売

・社会見学受け入れ

製氷能力

　
貯氷能力　　1,400t

一般向け氷販売/砕氷ブロック氷/板氷
氷の水族館/氷のオブジェ/花氷

氷のクリスマスツリー/オリジナル氷など

製氷工場見学ツアー

FAX 0226-24-3925TEL 0226-22-1291　
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